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かのぼること、一昨年の 10 月、当時の視力福祉委員会
が「いま、献眼を考える」と題し、例会を開催しました。

その中で日本アイバンクが作成した「ヒ・カ・リ Relay　of　
light」を上映しました。【突然の妹の死に直面した兄を献眼コー
ディネーターが献眼の意義を伝え、当初献眼に反対していた兄の
心を動かす】と言った内容に、新たな献眼運動の方向性がかす
かに見えたように思います。そしてこのビデオに刺激を受けた
2017-2018 年度会長、L. 大川の声掛けにより、献眼運動を活性
化させるための継続事業として「献眼運動推進チーム」を立ち上
げることになりました。
　チームリーダーとして視力委員会の経験者である私が指名され
12 名のメンバーでスタートしました。現在ライオンズクラブは
単年度で委員長が変わってしまいますが、この献眼運動推進チー
ムは複数年で取り組むことが決まっており、数年のうちにさらな
る展開が可能な方向性を見つけたいと考えております。

M E S S AG E

献眼運動推進チームレポート

「今、献眼を考える」

献眼運動推進チーム
チームリーダー

L. 土屋英治

L. 勧山がご逝去されて早６ヶ月が経とうとし
ています。沼津ライオンズクラブにて発足され
た献眼運動推進チームでは新たな奉仕、これか
らの献眼について模索を続けてきました。
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Ⅰ献眼運動の
新たなる展開

これまでの献眼運動を継続して展開。さ
らに献眼登録者へのフォロー、献眼者ご
遺族へのフォローなど啓発活動を SNS な
ども含めた「目につく」ための活動が必要。

Ⅱ視覚障害者への
奉仕活動

視覚支援学校など視覚障害者の方に向け
た奉仕活動。（例）静岡県立沼津視覚特別
支援学校への部活動道具類の支援、点字
ブロック修理などの支援を検討。

Ⅲ医療機関との情報
交換や支援活動

先端医療技術の情報収集を行い、視力福
祉に寄与する奉仕活動。（例）順天堂大学
医学部附属静岡病院へ眼科医療機器の支
援を検討。

存知の通り沼津ライオンズクラブの故Ｌ . 勧山が献眼運動に立ち上が
り現在で半世紀を超えました。沼津ライオンズクラブの中心的なアク

ティビティとして献眼活動は続いておりますが、継続事業的な沈滞感もあり
献眼者数も年々減少傾向であります。我々ライオンズクラブがすべき啓蒙活
動を見直す時期が来たと感ずる次第です。献眼運動の活性化の為に我々ライ
オンズクラブに何ができるのかを見つけたいと考えております。
　そのためにすべきこと、まずは現状を認識し、その上で献眼者を増やすこと。
また、視力福祉とは何なのか、新たな時代において献眼という行為だけでよ
いのか。あらゆる視点から何をするべきか、考えなければいけないと感じて
おります。まずは現状の調査研究そこからやるべきことの選定を行って参り
たいと思っております。献眼運動推進チーム・チームリーダー L. 土屋英治

さ

献眼運動推進チーム発足

発足よりこれまで、多くの有識者に面会し知識を深めてきました。その知識をもとに、
これからは何をすべきか活動指針を決めていく時期にきていると考えています。

献眼運動推進チームの活動

新たな活動のための模索

ご
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2018/3/16

2018/5/15

2018/4/5

2018/5/30

2018/7/23

新たな奉仕の形を見出すため。まずはメンバー
内での知識の共有。以下調査内容についてそれ
ぞれ調査開始。

何ができるかを原点に戻り確認するため、アイ
バンクの現状及び経過についてお話を伺った。

●各種コーディネーター
　の種別調査とそれぞれ
　の資格要件について
●角膜センターの訪問と
　アイバンクコーディ　
　ネーター育成の可能性
●静岡県アイバンクに

　ついて
●地元医療機関との連携
●他ライオンズクラブに
　おける献眼運動について
●献眼ご遺族、摘出医師
　など関わる方への
　フォローについて

第 1 回　献眼運動
推進チーム委員会開催

公益財団法人　静岡県
アイバンク　訪問
浜松医科大学医学部附属病院内

御殿場ライオンズクラブ　訪問
小山ライオンズクラブ　訪問

第 2 回　献眼運動推進チーム
委員会開催

第 3 回　献眼運動推進チーム
委員会開催

2018/6/27

全国的にも献眼、そして角膜移植について最先
端をいく角膜センターに訪問。現在の状況、こ
れからの方向性について指摘して頂いた。

東京歯科大学市川総合病院　
角膜センター・アイバンク訪問

2018/10/12

2018/11/8

2019/3/20

2019/1/15

2019/2/6

角膜移植の現状、これからの角膜医療について
など最先端の医療技術情報と現在の献眼運動の
あり方についてのご意見を伺う。

視覚特別支援学校の現状認識と我々に求める奉仕
活動の調査。

第 4 回　献眼運動推進チーム
委員会開催

順天堂大学医学部附属静岡病院
眼科医　土至田先生勉強会開催

2018/11/8

実際に摘出に携わる側のご負担や、献眼運動に
対するご意見、ご要望をお伺いする。

地元眼科開業医　4 先生との
意見交換会開催

第 7 回　献眼運動推進チーム
員会開催

現在に至る

第 6 回　献眼運動推進チーム
委員会開催

静岡県立沼津視覚特別支援学校訪問

2018/12/4

勉強会、意見交換会を終えて、今後の展開。可能
な活動内容をリスト化し、選択作業に入る準備

第 5 回　献眼運動推進チーム
委員会開催

これから…… 献眼運動とらわれず「視力福祉」として
献眼運動推進チームとして立ち上げたチームではあります
が、調査検討していくなかで、視覚障害に関わる多くの方々
が支援を必要としていることがわかってきました。令和の
新時代の幕開けに相応しい奉仕とは、献眼登録に代表され
る角膜移植のみに固執するのではなく、視力福祉全体に関
するすべての奉仕活動に取り組み、結果として開眼者を増
やすことや視覚障がいを持つ方々が安心して暮らせる社会
を築くことが我々に求められていると思います。沼津市が
献眼運動発祥の地として視力福祉の最先端の町となるため
にも、まずは沼津ライオンズクラブがその先頭にたち、多
角的な展開をしてゆきたいと思います。
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2018-2019 年前期
決算報告・監査報告

1 月第 2 例会
ＭＣ委員会担当例会

2月第 1例会
会員（GMT）委員会担当例会

2月第 2例会

1 月 17 日沼津リバーサイド
ホテルにて、1 月第 2 例会が
行われました。会計 L. 服部厳
一郎による前期決算報告およ
び、監査委員Ｌ . 土屋英治に
よる監査報告があり、前期決
算が承認されました。また、
2018 年 9 月入会の新会員ス
ピーチも行われました。

2 月 7 日沼津リバーサイドホテ
ルにて、ＭＣ委員会による 2 月
第 1 例会が行われました。334
複合地区 IT専門委員であるL.池
谷勝による講演が行われまし
た。これからのライオンズクラ
ブにおける展開について、ＩＴ
技術を取り入れながら展開して
いくその取り入れ方、さらにＩ
Ｔを駆使することによる効率化
についてスライドを使った講演
をしてくれました。

5グループ（ベテランから若手を組み合わせた 5-6 名）で例会にてワークショッ
プを実施しました。各グループでテーマを 1つ選び、リーダーを中心にディス
カッションし行動計画を立案しました。短い時間でしたが各自積極的に意見を
出し合い、内容の濃い討議ができました。各グループの行動計画はクラブの運
営・事業・活動の参考にしてください。

（3月第 1例会　CQI ワークショップの報告　より）

2月21日沼津リバーサイドホテルにて、会員（Ｇ
ＭＴ）委員会による 2月第 2 例会が行われまし
た。委員長L.後藤による説明から始まった例会。
「CQI ワークショップ」を実施しました。「CQI
ワークショップ」とは、クラブ活性化計画であ
り、クラブ運営の在り方を改善する方法を見つ
けるためのものです。

1  まずテーマを3点にしぼり、各
グループで検討します。　 2  Ａグ
ループは L. 土屋（恭）リーダーに
よる発表。クラブ運営と例会につい
て、より楽しく過ごすための計画が
発表されました。　 3  Ｂグループ
はＬ .木村リーダーによる発表。ク
ラブ事業と奉仕活動について、市民
参加型の奉仕活動の必要性を訴えま

した。　 4  ＣグループはＬ .清水リーダーによる発表。ITやSNSを駆使した活動を訴えました。　 5  Ｄグルー
プはＬ .橋本リーダーによる発表。会員増強について、情報収集とマニュアル作成の必要性を訴えました。
6  ＥグループはＬ .土屋（英）リーダーによる発表。例会の活性化について具体的な施策立案がありました。

新たな１年を迎え、さらなる飛躍を目指す

1月-3月例会報告
後期の始まりはアクティビティにあふれる
3 か月となりました。ワークショップの実施、
ＩＴを駆使した事業の提案、環境保全による
芝桜になど活気あふれる例会が続きました。

1  古稀のお二人、L. 前田、L. 赤堀によるローア。おめでとうございます。　 2  新年新たな決意を語る小原会長。
今年はより一層の奉仕活動を行っていくことを誓いました。　 3  小原会長、Ｌ .赤堀、L.大川の３名による鏡開き。
静岡のお酒「花の舞」が用意されていました。　 4  計画大会委員会による司会進行。榊原委員長、お疲れ様でした。
5  琉球音楽の演舞、そして演奏に心も温かな気持ちに。 6  L. 野田、L. 柏木、L. 橋本、参加者の年男たちによるロー
ア。7. メンバー同士の親交を深め、今年もより一層の奉仕活動を誓い合いました。

新年例会

1 月第 1例会
1月7日沼津リバーサイドホテルに
て、新年初の例会が行われました。
小原会長より新年のご挨拶があり、
後期も「“温故知新”拡げよう真心
の奉仕」のもとクラブメンバー全員
が一丸となって奉仕し続けようと一
層の飛躍を誓いました。そして今年
は古稀が2名、年男が6名と8名
のおめでたいローアをいただき、鏡
開きや「なんくる」演舞と華やかに
新年の幕明けを祝いました。

L. 芹澤明寛　
1947 年 4 月 13 日生
L. 野田金次郎　
1947 年 12 月 3 日生
L. 柏木雅博　
1959 年 2 月 11 日生

L. 土屋恭博
1959 年 2 月 22 日生
L. 土屋英治
1959 年 3 月 26 日生
L. 橋本賢一
1959 年 3 月 29 日生

L. 前田利定
1949 年 3 月 13 日
L. 赤堀肇紀
1949 年 7 月 27 日

年男 古稀

総　括

2

4

6
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5

7

1  会計Ｌ . 服部厳一郎による 2018-
2019 年度前期決算報告。メンバー全
員により承認されました。　 2  2018
年 9 月入会の新会員によるメンバース
ピーチが行われました。L. 石井博文、
L. 藤川一郎の新会員 2名によるスピー
チ。自己紹介に加え、それぞれのライ
オンズクラブへの想いを語ってくれま
した。
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1  334複合地区 IT委員であり、沼津千本
ライオンズクラブ所属の L. 池谷による講
演。「ライオンズクラブ事業の運営におけ
る IT利用、現況について」と題し、スカ
イプ（無料通話ツール）の取扱い方、そし
てツールを使った ITによる効率化を訴え
ました。 2  ＭＣ委員会によるローア。北
村委員長お疲れ様でした。4  お世話になっ
ている沼津リバーサイドホテルの岩崎さん
がご結婚。メンバー全員でお祝いしました。
おめでとうございます。
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S C E N E
S C E N E

2018-2019 年前期
決算報告・監査報告

1 月第 2 例会
ＭＣ委員会担当例会

2月第 1例会
会員（GMT）委員会担当例会

2月第 2例会

1 月 17 日沼津リバーサイド
ホテルにて、1 月第 2 例会が
行われました。会計 L. 服部厳
一郎による前期決算報告およ
び、監査委員Ｌ . 土屋英治に
よる監査報告があり、前期決
算が承認されました。また、
2018 年 9 月入会の新会員ス
ピーチも行われました。

2 月 7 日沼津リバーサイドホテ
ルにて、ＭＣ委員会による 2 月
第 1 例会が行われました。334
複合地区 IT専門委員であるL.池
谷勝による講演が行われまし
た。これからのライオンズクラ
ブにおける展開について、ＩＴ
技術を取り入れながら展開して
いくその取り入れ方、さらにＩ
Ｔを駆使することによる効率化
についてスライドを使った講演
をしてくれました。

5グループ（ベテランから若手を組み合わせた 5-6 名）で例会にてワークショッ
プを実施しました。各グループでテーマを 1つ選び、リーダーを中心にディス
カッションし行動計画を立案しました。短い時間でしたが各自積極的に意見を
出し合い、内容の濃い討議ができました。各グループの行動計画はクラブの運
営・事業・活動の参考にしてください。

（3月第 1例会　CQI ワークショップの報告　より）

2月21日沼津リバーサイドホテルにて、会員（Ｇ
ＭＴ）委員会による 2月第 2 例会が行われまし
た。委員長L.後藤による説明から始まった例会。
「CQI ワークショップ」を実施しました。「CQI
ワークショップ」とは、クラブ活性化計画であ
り、クラブ運営の在り方を改善する方法を見つ
けるためのものです。

1  まずテーマを3点にしぼり、各
グループで検討します。　 2  Ａグ
ループは L. 土屋（恭）リーダーに
よる発表。クラブ運営と例会につい
て、より楽しく過ごすための計画が
発表されました。　 3  Ｂグループ
はＬ .木村リーダーによる発表。ク
ラブ事業と奉仕活動について、市民
参加型の奉仕活動の必要性を訴えま

した。　 4  ＣグループはＬ .清水リーダーによる発表。ITやSNSを駆使した活動を訴えました。　 5  Ｄグルー
プはＬ .橋本リーダーによる発表。会員増強について、情報収集とマニュアル作成の必要性を訴えました。
6  ＥグループはＬ .土屋（英）リーダーによる発表。例会の活性化について具体的な施策立案がありました。

新たな１年を迎え、さらなる飛躍を目指す

1月-3月例会報告
後期の始まりはアクティビティにあふれる
3 か月となりました。ワークショップの実施、
ＩＴを駆使した事業の提案、環境保全による
芝桜になど活気あふれる例会が続きました。

1  古稀のお二人、L. 前田、L. 赤堀によるローア。おめでとうございます。　 2  新年新たな決意を語る小原会長。
今年はより一層の奉仕活動を行っていくことを誓いました。　 3  小原会長、Ｌ .赤堀、L.大川の３名による鏡開き。
静岡のお酒「花の舞」が用意されていました。　 4  計画大会委員会による司会進行。榊原委員長、お疲れ様でした。
5  琉球音楽の演舞、そして演奏に心も温かな気持ちに。 6  L. 野田、L. 柏木、L. 橋本、参加者の年男たちによるロー
ア。7. メンバー同士の親交を深め、今年もより一層の奉仕活動を誓い合いました。

新年例会

1 月第 1例会
1月7日沼津リバーサイドホテルに
て、新年初の例会が行われました。
小原会長より新年のご挨拶があり、
後期も「“温故知新”拡げよう真心
の奉仕」のもとクラブメンバー全員
が一丸となって奉仕し続けようと一
層の飛躍を誓いました。そして今年
は古稀が2名、年男が6名と8名
のおめでたいローアをいただき、鏡
開きや「なんくる」演舞と華やかに
新年の幕明けを祝いました。

L. 芹澤明寛　
1947 年 4 月 13 日生
L. 野田金次郎　
1947 年 12 月 3 日生
L. 柏木雅博　
1959 年 2 月 11 日生

L. 土屋恭博
1959 年 2 月 22 日生
L. 土屋英治
1959 年 3 月 26 日生
L. 橋本賢一
1959 年 3 月 29 日生

L. 前田利定
1949 年 3 月 13 日
L. 赤堀肇紀
1949 年 7 月 27 日

年男 古稀

総　括

2

4

6

3

5

7

1  会計Ｌ . 服部厳一郎による 2018-
2019 年度前期決算報告。メンバー全
員により承認されました。　 2  2018
年 9 月入会の新会員によるメンバース
ピーチが行われました。L. 石井博文、
L. 藤川一郎の新会員 2名によるスピー
チ。自己紹介に加え、それぞれのライ
オンズクラブへの想いを語ってくれま
した。

1

1

2

2 3

6

4

5

1

1

2

3

1  334複合地区 IT委員であり、沼津千本
ライオンズクラブ所属の L. 池谷による講
演。「ライオンズクラブ事業の運営におけ
る IT利用、現況について」と題し、スカ
イプ（無料通話ツール）の取扱い方、そし
てツールを使った ITによる効率化を訴え
ました。 2  ＭＣ委員会によるローア。北
村委員長お疲れ様でした。4  お世話になっ
ている沼津リバーサイドホテルの岩崎さん
がご結婚。メンバー全員でお祝いしました。
おめでとうございます。

NUMAZU LIONS CLUB 2019 年 5月号 NUMAZU LIONS CLUB 2019 年 5月号3 4



S C E N ES C E N E

環境保全委員会担当例会

3月第 2 例会
テールツイスター担当例会

3月第 1例会

3 月 7 日沼津リバーサイドホテルにて、テールツイスターＬ . 土井による 3
月第 1例会が行われました。新会員となる L. 長橋、L. 三須、L. 小野 3 名の入
会式、そしてMJF 献金者への LCIF ライオンズサポーターピン、MJF ピン・
盾の贈呈に始まった例会。食事の後はテールツイスターＬ . 土井による「和
菓子の世界」という専門家による興味深い講話が行われました。

3月 21 日、原地区センター・2階第
3 会議室にて、環境保全委員会によ
る 3 月第 2 例会が行われました。事
業である植栽は雨天のため 3 月 24
日に延期となりました。小原会長の
開始のゴングとともにスタート。環
境保全委員会によるローアまでが 21
日に行われ、3 月 24 日晴天の中、
今度は植栽事業が行われました。植
田最終処分場にてメンバー 24 名に
より行われた二回目となる植栽が完
了しました。

会長　L. 井上孝喜
前会長　L. 小原嘉弘

第一副会長　L. 塩崎享一
第二副会長　L. 大川祐輝

幹事　L. 徳田和人
　　会計　L. 森本耕太郎

ライオン・テーマ　L. 橋本賢一
テール・ツイスター　L. 服部厳一郎

会員理事　L. 大川祐輝
２年理事　L. 前田利定
2年理事　L. 外　信之
1年理事　L. 芹澤明寛
1年理事　L. 赤堀肇紀
監査委員　L. 市川洋一
監査委員　L. 杉山由博

出席委員長　L. 川口博永
計画大会委員長　L. 土井宣博

MC委員長　L. 小澤敦広
財務会則委員長　L. 髙橋　覚

会員（GMT）委員長　L. 大川祐輝
視力福祉委員長　L. 長岡重弘
環境保全委員長　L. 石原敏行
青少年委員長　L. 小野弘人
LCIF 委員長　L. 後藤行宏
YCE 委員長　L. 北村清一郎

L. 土屋誠司（24 回目）
L. 足立吉松（10 回目）
L. 大古田一郎（10 回目）
L. 赤堀肇紀（7回目）
L. 森幹生（5・6 回目）

L. 芹澤明寛（5回目）
L. 後藤行宏（4回目）
L. 小原嘉弘（2回目）
L. 金井隆直（初回）
L. 井上孝喜（初回）

1  新会員Ｌ . 三須王左武へのライオンズピン贈呈。スポンサー L. 後藤により行われました。　 2  新会
員 L. 小野義仁。スポンサーＬ . 後藤によりライオンズピンが贈呈されました。　 3  新会員Ｌ . 長橋良。
スポンサーＬ . 前田利定よりライオンズピンが贈呈されました。　 4  テールツイスターＬ . 土井によ
る講演、「和菓子の世界」。長年沼津市民に愛され、美味しいお菓子を届け続ける御菓子処 雅心苑の代
表であるL.土井。専門家による和菓子の解説はとても興味深く、メンバー全員引き込まれる内容でした。
　 5  MJF 献金者によるローア。　 6  新会員、そしてスポンサーによるローア。　 7  新会員 3名によ
る宣誓。沼津ライオンズクラブにも新しい風が入り、変革の時代の訪れを感じます。

役員予定者

委員長予定者

MJF 献金者

2019-2020年度
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1  小原会長による開始の挨拶。例会は雨天の
中、原地区センターにて行われました。　 2  会
員 24名による植栽。坂の地面を丁寧に 1本ずつ
行う植栽はなかなか大変な作業でした。　 3  環
境保全委員会によるローア。　 4  植栽に選ばれ
た芝桜。きれいな色の花が咲き始めています。　

5  静岡新聞記者による取材対応。3月 26 日付
の静岡新聞に植栽の記事が掲載されました。　
6 看板も立ち、植栽の完了です。　 7  メンバー
による記念写真。お疲れ様でした。
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C L U B  R E P O R T

クラブスローガンのもと、奉仕活動を

寄贈

3 月 22 日、沼津市役所教育長室にて、小原会長から服部
裕美子教育長に「童話の花束」が手渡されました。小原会
長は記者に対し、「情操教育の一環として役立てていただき
たい」と思いを伝えていました。

沼津ライオンズクラブで
は L. 土屋英治発案により
沼津市教育委員会への「童
話の花束」の寄贈が 8年
前より始まりました。「活
字離れしている子供たち
に読んでもらい、また自
ら童話を書いてみようと
思う青少年の指導育成」
を願い事業として継続さ
せております。今回の寄
贈で 9 回目、9 年目を迎
えます。

静岡新聞　平成 31年 3月 24日付

童話集「童話の花束」400冊を
沼津市教育委員会に寄贈

環境保全

3 月 24日に会員 24名により植栽した芝桜。4月上旬に
満開を迎えました。国道沿いの斜面が紫がかったきれい
なピンク色に染まり、植田の最終処分場がこれまでとは
違う風景へと生まれ変わりつつあります。沼津市から委
託を受け実現した芝桜の植栽事業。ゴミ処理場というイ
メージを変えたい、との思いから継続事業として続けて
参りました。丹精込めて植えた苦労が少しずつ実ってき
ています。

植栽した芝桜が満開を迎えました

5LC

3 月 3 日、三島大社にて三島ライオンズクラブチャーターナ
イト 55 周年の記念式典が執り行われました。スポンサークラ
ブである沼津ライオンズクラブからは三役が出席し、感謝状
をいただきました。

全国から「心のふれあい」をテーマにした
オリジナルの童話作品を募集し、受賞作品
をまとめた童話集を「童話の花束」として
毎年1回発行（ＪＸＴＧグループ発行）。出
版した本の売上金のすべてを「JXTG童話
基金」とし、全国の児童福祉施設の子供た
ちの自立支援、里親家庭などで暮らす子供
たちの進学支援に寄付されています。

三島ライオンズクラブ
チャーターナイト 55 周年

「童話の花束」とは…

青少年

3 月 3日、沼津市営球場
にて学童軟式野球大会開
会式が行われました。3
～ 16 日まで行われた野
球大会は、天候にも恵ま
れ、学童たちによるナイ
スプレイが続出しました。

第5回ＮＰＯ法人沼津体育協会会長杯
学童軟式野球大会開催

献　眼

献眼登録をされていた方がご逝去されま
した。ご遺族の方により角膜摘出が行わ
れ、故人のご遺志である献眼が実施され
ることとなりました。

尊い献眼がなされました

C L U B  R E P O R T

現在の芝桜は1440本
ほど。継続事業として
今後2000本を目指し、
来年も実施の予定です。

沼津ライオンズクラブと「童話の花束」
満開の芝桜。4月 16 日撮影

「尊い献眼をして

 いただきました

 ご冥福をお祈り

 いたします」
故　小島喜久子様 献眼
3 月 26 日ご逝去　
3月 28 日感謝状贈呈

植栽前 植栽後

NUMAZU LIONS CLUB 2019 年 5月号 NUMAZU LIONS CLUB 2019 年 5月号

“温故知新”
拡げよう真心の奉仕
青少年委員会、そして環境保全員会が大いに活
躍した 1-3 月。沼津市をよりよい街にするた
め、多くの会員が活動しました。
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